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日本私学教育研究所は、最近の教育環境の急激な変化に対応するため、これまでの研究・

研修事業の根本的な見直しを行っております。研究事業の委託研究員の募集を、これまで続

けてきた地区府県単位の募集制度から、全国の私立学校の教職員の皆様から研究企画書を提

出していただき審査する公募制度に変更し、６年が経過しました。委託研究員として取り組

む研究は、私立学校での中等教育の実践ならびに私学経営の発展・向上等を図るとともに、

私学の教職員としての力量向上を目指すことを目的としたもので、年々研究の質・量共に向

上してきております。

今回の公募に際して本研究所から示した主な研究テーマは、次の通りです。

１ ．私学の新しい学校運営組織や学校評価、教職員の研修システムなどに関するもの。

２ ．中高一貫、高大一貫、小中一貫など、新しい学校間の連携や一貫性を重視した教育

のあり方に関するもの。

３ ．子どもたちが意欲的に主体的に学ぶための学習指導や生徒指導の内容や方法の開発

に関するもの。

４ ．生徒募集、進路指導など 「入り口」と「出口」への新たなる対応に関するもの。、

５ ．私学らしい地域との関わり方、共生のあり方に関するもの。

６ ．その他、私学教育の一層の充実・発展に寄与できるもの。

平成24年度は、これらの研究テーマに対して、全国の学校から多数の応募があり、審査委

員による採択を行い、本紀要に示す研究を１年間実施していただきました。

さらに、１年間の研究成果を公開でご報告いただいている研究員研究報告会（年度末に東

京で開催）では年を追う毎に発表内容が充実し、熱心な質疑応答のもと研究成果を深め広く

普及する活動が、少しずつ広がりをみせているのではないかと思います。

本研究紀要は、本年度専任研究員・委託研究員の研究成果を研究論文としてまとめたもの

であり、これまで以上に私学教育の発展のお役に立てるものと自負しております。この研究

成果が、全国の私学で共有されるとともに、より一層多くの方々に活用され、今後の私学教

育の振興に資することを願っております。

（ ）一般財団法人 日本私学教育研究所所長
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